






























































































事 務 概 要

令 和 ７ 年 度

総 務 部

資料６

令和７年６⽉１８⽇
総務常任委員会資料



Contents

Chapter01 令和７年度重要施策体系表・・・・03

Chapter02 令和７年度重要施策・・・・・・・05

Chapter03 組織図（令和７年４⽉１⽇現在）・20

Chapter04 職員数（令和７年４⽉１⽇現在）・21

Chapter05 予算の概要・・・・・・・・・・・22



県⺠⽬線での⾏政運営の推進

多様な県⺠ニーズの把握 多様な広聴ツールの活⽤

若者との対話の充実
（⽂教常任委員会所管）

効果的な情報発信 戦略的な広報活動の推進

全庁広報⼒の充実強化

（105,836）

（427）

持続可能な⾏財政基盤の確⽴ 市町の⾏財政基盤確⽴への⽀援 県と市町の連携推進

市町の⾃律的運営への⽀援

社会保障・税番号制度の推進 （240,824）

（153,209）

（300,946）

（318,935）

（3,796,072）

（106,263）

（454,155）

（4,355,831）（4,355,831）

（560,418）

（単位：千円）

県政を⽀える職員の育成と
新しい働き⽅の推進

適正な⼈事管理と働きやすい
職場づくり

⼈材育成と新しい働き⽅の推進

職員の健康管理の推進

県有財産の適正管理と有効活⽤ 公共施設等の適正管理の推進

県有財産の有効活⽤

（80,159）

（9,681,235）県有財産の有効活⽤と県政
情報の公開等の推進

公⽂書の管理・県政情報の公開等
の推進

適正かつ効率的な公⽂書の管理の推進

県政情報の公開等の推進

（291,617）

（49,333）

（1,192,515）

（50,595）
（9,731,830）

（340,950）

（10,072,780）

（1,272,674） （ 1,272,674 ）

令和７年度重要施策体系表

3



（単位：千円）
県庁舎等再整備の推進 （3,104）県庁舎整備プロジェクトの推進

私⽴学校の運営⽀援

少⼦対策への⽀援

（21,268,948）

兵庫県公⽴⼤学法⼈への
運営⽀援と⾼等教育の負
担軽減

兵庫県⽴⼤学運営への⽀援

芸術⽂化観光専⾨職⼤学運営への⽀援

（1,380,629）

（10,137,130）

（1,552,642）

（10,399,005）

（958,115）

（32,958,720）

（12,737,749）

県内⼤学との連携強化 県内⼤学との連携・⼤学間交流の促進

県⺠局・県⺠センターにおける
施策の展開

（50,578）

（1,067,796 ）

兵庫の個性と特⾊を⽣かした
教育の振興

（682,843）

私⽴学校教育の振興

（682,843）

私⽴学校⽣徒の就学⽀援の推進

地域における躍動する兵庫の
推進

（50,578）

（45,747,047）

（1,067,796）

暫定的な本庁舎の再編 （679,739）

令和７年度重要施策体系表

県⽴⼤学の授業料等無償化

（ ー ）第三期中期⽬標の達成に向けた取組の
推進

機能的でコンパクトな新庁舎の整備

【参考】⽂教常任委員会所管
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１ 戦略的な広報活動の推進（153,209千円）
（１）パブリシティ活動の強化

知事定例記者会⾒の開催（ライブ配信）に加え、会議、視察などを可能な
限り公開し、その後の報道機関からの取材にも積極的に対応する。

（２）効果的な広報媒体の活⽤
テレビやラジオ、広報紙等の既存媒体の活⽤を継続するほか、SNS等時流を捉えた広報⼿法を活⽤し、県の魅⼒を発信する。
また、⼤阪・関⻄万博の開催にあわせ、五国それぞれのフィールドパビリオンを紹介する放送や、SNSやWebメディアを活⽤し

⾳声や映像により若者向けの情報発信に取り組むなど、各媒体の強みを活かして幅広い世代に向け効果的に情報を発信する。

２ 全庁広報⼒の充実強化（300,946千円）
（１）専⾨⼈材の活⽤

専⾨⼈材を活⽤し、各種施策の広報⼿法や刊⾏物のデ
ザイン等の相談・助⾔、広報マインド醸成に向けた実践
的な研修に取り組み、全庁的な情報発信⼒の強化を図る。

媒体名 番組名等 頻度等 概 要

広報紙 GOKOKU県⺠だより ⽉１回 毎⽉発⾏の特性を⽣かし、県政の多分野にわたる施策や事業、県内各地の魅⼒、
イベント情報など県⺠⽣活に密着した話題を広く発信

テレビ 県⺠情報番組
「ひょうご発信！」 ⽉３、４回 ⾝近なＴＶ放映の特性を⽣かし、県政や県の魅⼒（フィールドパビリオン、観光

地、特産品等）をテンポよく分かりやすく紹介する情報番組を提供

ラジオ 兵庫県情報コーナー
「GO！HYOGO！」

⽉２回
(毎⽉第2､４週)

県内各地の取組みをはじめ、スポーツや⽂化、⾷などについて、パーソナリティ
が現地取材を⾏い、ラジオに加えビジュアル発信に強いSNSも活⽤し情報を発信

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
（拡充）

HP、SNS(X、Instagram、YouTube
等）､Podcast 随時更新 速報性、双⽅向性、拡散性、掲載できる情報量の多さなどの特性を⽣かし、多様

な県政情報等を、迅速かつきめ細かく発信

【各種広報事業の概要】

【サンテレビ公式YouTubeより抜粋】 【サンテレビHPより抜粋】

効果的な情報発信
（単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

454,155 0 34,720 0 419,435

（２）県⺠との協働による情報発信⼒強化
県の魅⼒や県政情報について、⼀般県⺠や学⽣の参画を

得て県⺠⽬線での情報発信を⾏う「多様な地域⼈材の参画
による県政発信強化プロジェクト」を実施する。

県⺠ ⽬線での⾏政運営の推進

※下線が新規拡充分
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【広聴ツールの概要】

２ 若者との対話の充実（427千円）
県内の⼤学⽣・専⾨学校⽣・⾼校⽣等と知事が⾃由に意⾒交換する「学⽣未来会議」の場を活⽤し、学⽣を取り巻く様々な

課題を把握するとともに、若者の⾃由な発想による意⾒・提案を県政へ反映させる。

事業名 概 要

県⺠意識調査

県⺠の価値観や⾏動志向、県政へのニーズなど県⺠意識の基本的な経年変化を⼤きな潮流として捉え、県の政策形成、
施策運営に反映
 調査対象：5,000⼈（無作為抽出）
 調査⽅法：郵送（回答は紙とWEBの併⽤）

県⺠モニター

「県⺠モニター」を⼀般募集し、県⺠に⾝近な課題についてインターネットを利⽤して意⾒を聴取
 対 象：県内在住・在勤・在学で県政に関⼼を有する18歳以上の者
 登録者数：2,209⼈（R7.4⽉末）
 内 容：WEB上でアンケート調査に回答
 調査回数：年４回

さわやか提案箱 県のホームページに、県政に関する意⾒、提案等に電⼦メールで対応するメールボックスを開設

１ 多様な広聴ツールの活⽤（105,836千円）
県⺠との対話を積極的に推進し、意⾒・提⾔を県政に反映していくため、「県⺠意識調査」や「県⺠モニター」、

「さわやか提案箱」などの多様なチャンネルを通じて県⺠の意向を把握するとともに、県⺠相談事業の円滑な運営に努め、
県⺠ニーズへの迅速な対応を図る。

多様な県⺠ニーズの把握
県⺠ ⽬線での⾏政運営の 推進 （単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

106,263 0 1,660 0 104,603

【参考】⽂教常任委員会所管
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＜参考＞ 令和６年度の状況
〇申請状況

対象市町数：35市町
対象事業数：140事業
補 助 額：計３億円

〇主な対象事業
2025⼤阪・関⻄万博に向けた取組
（淡路市・神⼾市連携海路実証事業【淡路市】）
地域に根差した産業の活性化
（情報発信トラックを活⽤した魅⼒発信 【市川町】）

１ 県と市町の連携の推進（318,935千円）
県・市町懇話会等を活⽤し、地域の課題について協議及び意⾒交換を⾏い、県及び市町がそれぞれの役割や機能を

果たしながら連携を⼀層密にし、相互に効率的、効果的な施策展開を図る。

名 称 対 象 議題例
県・市町懇話会 県内全市町⻑ 県の主要施策 等

県・市⻑会・町村会政策懇話会 市⻑会及び町村会役員 翌年度当初予算案の市町関連業 等

県・神⼾市調整会議 神⼾市⻑・神⼾市会正副議⻑ 県・市協調事業（三宮・元町周辺の再整備 等）

２ 市町の⾃律的運営への⽀援（3,796,072千円）
持続可能な地域社会の実現に向けた⾏財政運営、地域活性化施策に関する財源確保、ふるさと納税の適正な運⽤と地域資

源認定の活⽤、公務員制度の適正な運⽤及び公営企業の経営改⾰の推進などについて、情報提供、研修その他助⾔等を⾏い、
⾃律的かつ持続的な⾏財政運営を⽀援する。

（１）躍動する兵庫応援事業（県・市町連携枠）
県の重点施策等と連動した市町単独事業（新規または拡充事業）に対し、交付⾦を交付する。

【主な協議の場】

市町の⾏財政基盤確⽴への⽀援
持続 可能な⾏財政基盤の 確⽴

【情報発信トラック（市川町）】

（単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

4,355,831 197 3,816,356 0 539,278

制度概要（R5~R7）

補 助 対 象 政令・中核市を除く⼀般市町（35市町）
※普通交付税不交付団体を除く

補 助 率 申請団体の財政⼒指数に応じて設定
0.4未満：2/3、 0.4以上0.8未満：1/2、 0.8以上：1/3

補 助 事 業
申請上限額

１市町あたり20,000千円（事業数制限なし）
※ R7当初予算額：300,000千円
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（２）市町連携の推進
市町が参加する「市町連携の推進に係る検討会議」のもと、特定の業務分野での市町連携の実現に向けワーキンググループ

（公共施設マネジメント、 共同購⼊の２分野）での検討を進める。

３ 社会保障・税番号制度の推進（240,824千円）
県⺠へのマイナンバーカードの普及が⼀定程度進んだことから、今後のマイナンバーカード

の⽇常的な利活⽤シーンの拡⼤（健康保険証との⼀体化等）を⾒据え、マイナンバーカードの
利活⽤や普及について周知広報を積極的に展開する。

保有率（R７.１⽉末）
兵庫県 全国平均
78.2％ 77.6％

【マイナンバーカード保有率】

市町の⾏財政基盤確⽴への⽀援
持続 可能な⾏財政基盤の 確⽴
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１ ⼈材育成と新しい働き⽅の推進（80,159千円）
（１）「兵庫県⼈材マネジメント⽅針」に基づいた⼈材育成の推進

⼈事施策全般を⼀ 貫した考え⽅の下に整備するた めの基本的な⽅向性や全職員が 共有する価値観と⾏動指 針
「HYOGO’s WAY」を定めた「兵庫県⼈材マネジメント⽅針」(R5.3⽉策定)に基づき、職員のキャリア開発の⽀援や
エンゲージメント向上の取組、職員研修の充実等を進める。

（２）新しい働き⽅推進プランに基づく取組
職員が働きやすい環境を整えるとともに組織パフォーマンスの

最⼤化を図り、県⺠本位で質の⾼い⾏政サービスを実現するため、
「新しい働き⽅推進プラン」（R7.4改定）に基づき、柔軟で多様な
働き⽅の推進や休暇・休業制度の活⽤促進等の取組を進める。

２ 職員の健康管理の推進（1,192,515千円）
職員⼀⼈ひとりが⼼⾝両⾯にわたり健康で職務を遂⾏できるよう、⽣活習慣病対策に重点を置いた健康診断・がん検診を

実施し、診断結果を踏まえた保健指導を⾏う。
こころの健康対策としては、ストレスチェックを実施するとともに、⼼⾝の不調を感じた場合に⾝近に相談できる「健康

なやみ相談室」の運営、メンタルヘルス研修を実施する。あわせて、療養職員が早期に職場復帰できるよう、職場や⾃治研
修所等でならし出勤を実施する等、医師や保健師との連携により、職員本⼈や所属に対する⽀援強化に取り組む。

適正な⼈事管理と働きやすい職場づくり
県政 を⽀える職員の育成 と新しい働き⽅の推進 （単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

1,272,674 0 153,678 841,500 277,496

【⽬指す姿と５つの施策】
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２ 県有財産の有効活⽤（50,595千円）
県保有の未利⽤財産の有効活⽤を進めるため、部局間の連携のもと、庁内での利活⽤、国や市町での有効活⽤、

⼀般競争⼊札による売却などに積極的に取り組む。

［売却実績（R6.11⽉末）］8件、約268百万円（明⽯南教職員公舎等）

【統⼀的な⽅針に基づく施設管理の推進】
区 分 主な取組内容

施設総量の適正化 ⽼朽化状況や県⺠ニーズ変化、将来にわたる地域活性化等の観点を踏まえ、総量の適正化のための施設集約等を推進

⽼朽化
対策

計画修繕 概ね築20年を迎える施設等について、⽼朽化が軽微である初期段階での機能・性能の保持・回復を図る予防保全を実施

⻑寿命化 概ね築45年⼜は耐震改修後20年を超え⽼朽化が進⾏する施設について、建物全体の機能・性能の向上を図る⼤規模改修を実施

環境整備 経年による施設機能の⽼朽化等を踏まえた環境整備を実施

施設の有効活⽤ 空きスペースが⽣じた施設等の有効活⽤を推進

【本庁舎の再編・⽼朽化対策】
県庁１号館・２号館からの退去開始に伴い、既存県施設を最⼤限活⽤するため、本庁舎の再編・⽼朽化対策⼯事を実施する。
○対象施設 県庁３号館、⽣⽥庁舎、公館
○実施内容 オープンオフィス化、屋上防⽔、外壁補修、電気設備・空調設備・配⽔管更新等

１ 公共施設等の適正管理の推進（9,681,235千円）
公共施設等の機能や安全性を確保するため、「兵庫県公共施設等総合管理計画」や各分野の個別施設計画に基づき、

⻑期的視点から財政負担の軽減・平準化を図りながら、⽼朽化対策等を推進する。

県有財産の適正管理と有効活⽤
県有 財産の有効活⽤と県 政情報の公開等の推進 （単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

9,731,830 0 225,650 7,107,100 2,399,080
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２ 県政情報の公開等の推進（49,333千円）
公正で透明な県政を実現するための情報公開制度を運⽤するとともに、個⼈情報の保護に関する法律及び同法施⾏条例

（R5.4⽉施⾏）に則って、個⼈情報の有⽤性に配慮しつつ、個⼈の権利利益の保護を図る。

１ 適正かつ効率的な公⽂書の管理の推進（291,617千円）
（１）管理体制

実施機関の適正な公⽂書管理を確保するため、公⽂書管理規則等に基づき、総括⽂書管理者（公⽂書の管理に関する事務
の総括）、⽂書管理者（所掌事務に関する公⽂書の実施責任者）など公⽂書の管理を担う職員を定めている。

（２）公⽂書等の適正管理の取組
⽂書管理者による⾃⼰点検、職員の研修受講、⽂書管理システムの活⽤等による公⽂書の電⼦的管理の推進などにより、

適切かつ効率的な⽂書の作成を図る。
また、公⽂書ファイルによる整理を⾏い、公⽂書ファイル管理簿を⼀般の閲覧に供し、インターネットで公表する。

公⽂書の管理・県政情報の公開等の推進
県有 財産の有効活⽤と県 政情報の公開等の推進 （単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

340,950 1,070 151,444 11,900 176,536
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県庁舎等再整備の推進
県 庁 舎 整 備プロジェクトの推進

（単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

682,843 0 0 0 682,843

１ 機能的でコンパクトな新庁舎の整備（3,104千円）
災害時の対応⼒強化・質の⾼い⾏政サービスの提供に向け、防災機能や働き⽅改⾰を志向した機能的でコンパクトな新庁

舎整備に着⼿する。そのため、コロナ禍を経て本県で推進している新しい働き⽅、物価⾼による整備費の⾼騰等を踏まえ、
新たな基本構想を策定し、基本計画策定に着⼿する。

（１）新庁舎整備の検討の⽅向性
①県庁舎等の規模・事業費

・県関係団体の集約の⾒直しや、会議室等のｽﾍﾟｰｽの共有化などにより整備⾯積を⾒直し

・災害時の応援職員ｽﾍﾟｰｽを新たに確保しつつ､ﾌｪｰｽﾞﾌﾘｰの概念により平時は､会議室･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾍﾟｰｽ等に活⽤

・庁舎と県⺠会館を合築するなどの⼯夫により、有利な財源を活⽤し、実質負担の縮減を図る

②元町周辺のにぎわいづくり
・⺠間提案による敷地内へのにぎわい機能の導⼊を検討

・県⺠に開かれた県公館に向け､公⺠連携によるにぎわい創出を検討

・ｳｫｰｶﾌﾞﾙな空間の創出､JR元町駅⻄⼝周辺のﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化などの取組を

公共空間の整備権限を有する神⼾市と連携して推進

【県庁舎敷地再開発の⽅向性（第３回検討会資料より）】
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県庁舎等再整備の推進
県 庁 舎 整 備プロジェクトの推進

２ 暫定的な本庁舎の再編（679,739千円）
耐震性が不⾜する県庁１・２号館で勤務する職員の早期の安全確保の観点から、新庁舎整備までの間、暫定的な本庁舎再編

を実施する。
３号館・⽣⽥庁舎等の県有施設の活⽤に加え、なお不⾜する執務スペースは⺠間オフィス等の借り上げにより対応する。

（１）本庁舎再編時の主な部局配置
・知事・副知事室等、秘書課機能及び官房機能（総務部、企画部、財務部）等は、３号館に配置

・危機管理部との連携が特に必要な⼟⽊部は、⽣⽥庁舎に配置

・教育委員会は引き続き東灘庁舎

・その他の部局は、⺠間オフィス等に配置

【全体スケジュール】
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１ 県⺠局・県⺠センターにおける施策の展開（1,067,796千円）
県⺠局･県⺠センターがマネジメント⼒を発揮し、地域の実情に応じた施策を機動的・積極的に展開する。

（１）通常枠（897,566千円）
地域固有の課題への対応や地域資源を活⽤した取組により躍動する兵庫の実現に資する事業

（２）公⺠連携・万博推進枠（96,514千円）
①地域の企業等との幅広い連携やネットワークを活かして、公⺠連携で取り組む地域活性化事業
②本庁と連携して、⼤阪・関⻄万博開催に向けた取組を推進するための事業

（３）地域創⽣枠（73,716千円）
①先進性、創造性、斬新さを有する新規事業
②部局間や県⺠局・県⺠センター間で連携・協⼒することより、相乗効果を⽣み出すことができる新規事業

地 域 事 業 名
神 ⼾ 摩耶⼭の治⼭遺構を活⽤した観光振興

阪神南 21世紀の森づくり推進事業

阪神北 ⾥⼭資源を活⽤した環境学習・環境創⽣

東播磨 いなみ野ため池ミュージアムの推進

北播磨 「東条川疎⽔ネットワーク博物館」のさらなる展開

中播磨 姫路港観光クルーズの推進による地域活性化

⻄播磨 ⻄播磨ビジコン・ビジマッチの実施

但 ⾺ 「但⾺で働こう⼤作戦」の推進

丹 波 シリ丹バレー構想の推進

淡 路 ＡＷＡＪＩ島博の実現に向けた取組の推進

【Ｒ7年度実施事業例（予定）】

【神⼾：治⼭遺構の現地案内の様⼦】 【中播磨：姫路港観光クルーズの推進】

地域における躍動する兵庫の推進
地域 における躍動する兵 庫の推進 （単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

1,067,796 67,414 99,514 0 900,868
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【経常費補助の概要】

２ 私⽴学校⽣徒の就学⽀援の推進（10,137,130千円）
（１）私⽴⾼等学校等⽣徒の教育費負担の軽減

国の就学⽀援⾦に加え県単独の授業料軽減補助を実施し、所得区分に
応じた授業料負担を軽減するとともに、奨学給付⾦や⼊学資⾦貸付制度
により授業料以外の教育費負担の軽減を図る。

事業名 事業概要 R7予算額
①私⽴学校経常費補助 私⽴幼稚園、⼩学校、中学校及び⾼等学校の経常的経費に対する補助 18,807,652

②私⽴専修学校等補助 私⽴専修学校・各種学校の学校運営の基盤強化、職業・専⾨教育の充実強化のための補助 670,633

１ 私⽴学校の運営⽀援（21,268,948千円）
独⾃の教育理念と特⾊ある教育により公教育の⼀翼を担う私⽴学校の振興を図るため、私⽴の幼稚園・⼩学校・中学校・

⾼等学校に対する経常費補助や耐震化の促進、特⾊ある教育活動等への⽀援を⾏うとともに、専修学校・各種学校の運営費
等への補助を⾏う。

私⽴学校教育の振興
兵庫 の個性と特⾊を⽣か した教育の振興

【授業料軽減制度の補助のイメージ】

（単位：千円）

（単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

32,958,720 11,506,293 142,478 129,300 21,180,649
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【授業料軽減補助の概要】
・年収590万円未満世帯に対し、本県平均授業料(46万円)まで⽀援を拡充し、授業料実質無償化
・中間所得層に⽣じる⽀給格差解消を図るため、年収590万円〜年収910万円未満世帯へ⽀援
・⼦どもが３⼈以上の多⼦世帯への１万円加算を引き続き実施

年収⽬安 国就学⽀援⾦
（A）

県授業料軽減 計
拡充前 拡充後（B） （Ａ＋Ｂ）

590万円未満 396,000円 44,000円 64,000円 460,000円

590〜730万円未満 118,800円 120,000円 120,000円 238,800円

730〜910万円未満 118,800円 60,000円 60,000円 178,800円 590万円未満 590〜730万円未満 730〜910万円未満

【参考】⽂教常任委員会所管
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３ 少⼦対策への⽀援（1,552,642千円）
私⽴幼稚園における預かり保育や在宅乳幼児とその保護者に対する体験幼児教育等への取組を⽀援するとともに、⼦ども・

⼦育て⽀援新制度における幼保連携型・幼稚園型認定こども園においても、幼児教育⽔準を維持向上できるよう特⾊教育等へ
の⽀援を⾏う。

（２）私⽴専修学校の⾼等教育無償化による教育費負担の軽減
低所得世帯であっても⾼等教育を受け社会で⾃⽴して活躍できるよう、国

の修学⽀援新制度により私⽴専修学校における授業料・⼊学⾦の減免を⾏う。

私⽴学校教育の振興
兵庫 の個性と特⾊を⽣か した教育の振興

事業名 事業内容 R7予算額
①預かり保育推進事業(⻑時間・延⻑含む) 預かり保育を実施する園を⽀援するとともに、⻑時間・延⻑保育を⾏う園には追加⽀援を実施 451,971
②私⽴幼稚園等特別⽀援教育推進事業 障害児の受け⼊れ⽀援を図るため、特別⽀援教育に要する⼈件費等の⽀援を実施 545,488
③私⽴幼稚園乳幼児⼦育て応援事業 幼児教育体験や親教育、遊び指導等の在宅乳幼児への⼦育て⽀援を⾏う園に対して⽀援を実施 241,182

【主な事業概要】

⼦どもを３⼈以上扶養する世帯の学⽣等について
授業料等を上限額まで所得制限なく無償化

【R7制度拡充の概要】
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（単位：千円）

※給付型奨学⾦の⽀給は、⽇本学⽣⽀援機構が実施

年収⽬安
(⽀給額)

年収270万円
(⽀給額：3/3)

年収300万円
(⽀給額：2/3)

年収380万円
(⽀給額：1/3)

年収600万円
理⼯農系学科の学⽣

(⽀給額：1/4)
多⼦世帯の学⽣

授業料・
⼊学⾦減免

⼊学⾦ 160,000円 106,700円 53,400円 40,000円 160,000円

授業料 590,000円 393,400円 196,700円 147,500円 590,000円

【事業概要】
専修学校（専⾨課程）における住⺠税⾮課税世帯（年収⽬安 約270万円まで）

の学⽣に対し、①授業料・⼊学⾦の減免、②給付型奨学⾦の⽀給を⾏うとともに、
それに準じる学⽣については、課税状況に応じて、⾮課税世帯の2/3、1/3と段階
的に⽀援（②給付型奨学⾦は(独)⽇本学⽣⽀援機構が⽀給）する。

また、令和７年度からは新たに多⼦世帯（３⼈以上の⼦どもを扶養する世帯）
の学⽣を対象に、所得制限なしで、減免上限までの補助を実施する。

【参考】⽂教常任委員会所管

16



２ 兵庫県⽴⼤学運営への⽀援（10,399,005千円）
（１）教育・研究の充実強化

・全学的なグローバル教育を推進するための海外拠点をルーマニアに設置 新
・中⾼⼤連携の強化
・⾼度な研究基盤を活⽤した先端研究の推進と研究成果の発信

（２）社会貢献の推進
・産学官連携、起業⽀援、リスキリング教育の拠点となる新⻑⽥ブランチを設置 新
・地域の課題解決を担うシンクタンク機能の強化
・県内就職・地元定着を促進する取組の充実

３ 芸術⽂化観光専⾨職⼤学運営への⽀援（958,115千円）
（１）教育・研究の充実強化

・演劇的⼿法を⽤いた対話的コミュニケーション能⼒の養成
・授業の1/3（約800時間）を臨地実習に充て、地域や社会を舞台に現場の実践⼒を育成
・地域課題と⼤学の研究シーズをマッチングさせた新たな価値の創造

（２）社会貢献の推進
・地域リサーチ＆イノベーションセンターを中⼼とした地域連携による持続可能な地域活性化の実現
・県⺠ニーズに応える実践講座の開設や⼩中⾼⼤連携の推進
・留学⽣の受⼊れや海外⼤学との連携強化など学内外の国際交流の推進

兵庫県公⽴⼤学法⼈への運営⽀援と
⾼等教育の負担軽減

兵庫 の個性と特⾊を⽣か した教育の振興 （単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

12,737,749 103,905 1,831,726 857,300 9,944,818

１ 第三期中期⽬標の達成に向けた取組の推進 新
第三期中期⽬標（令和7年4⽉〜令和13年3⽉：6年間）の達成に向け、兵庫県⽴⼤学及び芸術⽂化観光専⾨職⼤学の２⼤学

がそれぞれの特⾊を⽣かしつつ、相乗効果を発揮できるよう、円滑な運営を推進する。

【ブカレスト経済⼤学】

【新⻑⽥キャンパスプラザ５階】

【臨地実習の様⼦】
（観光交通業実習）

【新⻑⽥ブランチ】
企業⼈材育成、産学官連携、
地域連携の拠点として設置

＜主な機能＞
・セミナー室等⽣涯学習拠点
・共同研究等産学連携拠点
・起業⽀援等地域連携拠点

【ルーマニア海外拠点】
R6.11に初となる海外拠点を
ブカレスト経済⼤学内に開設

＜主な機能＞
・交換留学・学術交流の推進
・企業等との産学連携の推進
・ダブルディグリー制度の導⼊

【参考】⽂教常任委員会所管
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兵庫県公⽴⼤学法⼈への運営⽀援と
⾼等教育の負担軽減

兵庫 の個性と特⾊を⽣か した教育の振興

535,800
282,000  
423,000  

535,800
282,000

0/3 1/2 3/3 3/3 3/3 3/33/3 3/3 3/3 0/3 0/3 0/30/3 0/3 0/3 0/3 1/2 3/3
3/3 1/2 0/3 0/3 0/3 0/30/3 0/3 0/3 3/3 3/3 3/30/3 1/3 2/3 3/3 1/2 0/3

0/3 0/3 0/3 0/30/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/31/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/33/3 2/3

380 400 500 590 800 910500 590 800 910 270 300270 300 380 400

3/3 1/2 0/3 0/3 0/3 0/30/3 0/3 0/3 3/3 3/3 3/30/3 1/3 2/3 3/3 1/2 0/3
0/3 0/3 0/3 0/30/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/33/3 2/3 1/3 0/3 0/3 0/3 0/3 0/3

800 910270 300 380 400 500 590270 300 380 400 500 590 800 910

■ 国制度分
■ 県独⾃⽀援分
■ 追加分(県内⽣)

イメージ図
授業料 535,800円
⼊学⾦ 282,000円

R6年度 R7年度 R8年度
学 部 4年⽣ 2〜4年⽣ 全学年
博⼠前期 2年⽣ 全学年 全学年
博⼠後期 3年⽣ 全学年 全学年

【対象者（予定）】

５ 県外⽣の⼊学⾦の引き下げ（⼤学院はR7から実施、学部はR8から実施予定）新
県外⽣の⼊学⾦について、国⽴⼤学並みに引き下げ（423,000円⇒282,000円）

６ 県による授業料の独⾃⽀援の継続
県外⽣等に対する授業料の⽀援を引き続き実施
⽀援内容 年収400万円未満：授業料の全額免除、年収500万円未満：授業料の半額免除

４ 県⽴⼤学の授業料等無償化（1,380,629千円）
県が設置している県⽴⼤学（兵庫県⽴⼤学、芸術⽂化観光専⾨職⼤学）について、県内在住者の⼊学⾦及び授業料を学部、

⼤学院ともに所得にかかわらず無償化を⾏う。

（１）県内在住者の⼊学⾦及び授業料の無償化
県内在住者に対する⼊学⾦（282,000円）および授業料（535,800円/年）を免除

※在学⽣と新⼊⽣との⽀援格差を考慮し⾼学年より段階的に実施

（２）県⽴⼤学授業料等無償化基⾦の創設
事業費を安定的に確保するため基⾦を創設（50億円）

【参考】⽂教常任委員会所管
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１ 県内⼤学との連携・⼤学間交流の促進（50,578千円）
（１）県内⼤学間連携・海外⼤学との交流推進

県内⼤学との連携を強化するとともに、兵庫・アジア太平洋⼤学間交流ネットワーク「HUMAP」
を基盤とした海外⼤学との学⽣、研究者交流を推進する。

【主な事業内容】
・留学⽣への奨学⾦⽀給
・研究者への交流滞在費及び渡航費⽀給

（２）⼤学間連携組織を活⽤した県内⼤学⽣の地元就職促進
「⼤学コンソーシアムひょうご神⼾」のネットワークを活⽤し、⼤学キャリアセンターや学⽣の

県内企業への理解促進に向けた取組を展開し、⼤学⽣の県内就職を促進する。

【主な事業内容】
・キャリアセンター職員向け合同企業説明会
・企業とキャリアセンター職員の意⾒交換会
・学⽣と若⼿社員による意⾒交換

（３）リカレント教育の推進
⼤学や企業のリカレント教育に対する理解の促進、機運醸成に向けた取組を推進する。

【主な事業内容】
・リカレントフォーラムの開催
・HPにおける県内⼤学のリカレント講座の情報発信

県内⼤学との連携強化
兵庫 の個性と特⾊を⽣か した教育の振興

【HUMAP事業における受⼊留学⽣の交流の様⼦】

【企業とキャリアセンター職員の意⾒交換会】

【リカレントフォーラムチラシ】

（単位：千円）

所要経費の
要 求 額

財 源 内 訳
国庫⽀出⾦ 特定財源 起 債 ⼀般財源

50,578 1,968 0 0 48,610

【参考】⽂教常任委員会所管
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1,170,649 1,356,639 67,414 121,999 0 1,167,226

96,831 97,549 0 0 0 97,549

557,612 565,222 0 36,380 0 528,842

3,702,647 5,747,595 2,354,311 2,844,122 0 549,162

43,689,543 45,763,264 11,612,166 1,974,204 986,600 31,190,294

490,206 340,950 1,070 151,444 11,900 176,536

402,180 355,592 0 17,237 0 338,355

762,086 1,365,404 0 138,688 841,500 385,216

5,931,494 10,123,510 0 385,488 7,107,100 2,630,922

7,295 682,843 0 0 0 682,843

9,564,295 7,820,719 0 1,323 0 7,819,396

236,602 247,072 41 247,031

66,611,440 74,466,359 14,034,961 5,670,926 8,947,100 45,813,372

(22,685,295) (28,456,023) (2,422,795) (3,696,681) (7,960,500) (14,376,047)
※総務課の令和７年度当初予算額については、総務部・財務部総務課の予算額を計上

145,546 166,199 0 166,199 0 0

145,546 166,199 0 166,199 0 0

1,626,310 1,645,574 0 1,645,573 0 1

1,626,310 1,645,574 0 1,645,573 0 1

10,275 10,275 0 10,275 0

10,275 10,275 0 10,275 0 0

1,782,131 1,822,048 0 1,822,047 0 1

(1,782,131) (1,822,048) (0) (1,822,047) (0) (1)

( )
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6

1,356,639 0 1,356,639

97,549 0 97,549

565,222 0 565,222

5,747,595 0 5,747,595

45,763,264 1,814,000 47,577,264

340,950 0 340,950

355,592 0 355,592

1,365,404 0 1,365,404

10,123,510 0 10,123,510

682,843 0 682,843

7,820,719 0 7,820,719

247,072 0 247,072

74,466,359 1,814,000 76,280,359

(28,456,023) (0) (28,456,023)

6

166,199 0 166,199

166,199 0 166,199

1,645,574 0 1,645,574

1,645,574 0 1,645,574

10,275 0 10,275

10,275 0 10,275

1,822,048 0 1,822,048

(1,822,048) (0) (1,822,048)

( )
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ˢ ӡʿ ˣד

͓ ☼├ Ὁ

σ“∞ ְ֫χ ᾉ χӗ ṁ χ ⱱ ᾉ ᵠᶗ τṁξΨ︡ χ

ᾉ χꜛ︠∞ᾛχᶎ

ΰΜ Φ χ

ˢ5,596,935ˣ ˢ5,594,354ˣ

ˢ2,581ˣ

ˢ6,812ˣ

ˢ5,587,542ˣ

ˢ1,306ˣ“ ְ֫χ῟ ᴟΣϢό
ᴟτΰΪθᵠᶗχ

׃῝ χ ˢ1,275ˣ

3



͍ ᾉ ᵠᶗ τṁξΨ︡ χ ˢ6,812 ˣד

ᾉ ᵠᶗ τṁξΦʺᶆ πχ︡ Ϭ ΰʺ ◦ỡ”ρ χὖᾚϬ ϤννʺⱲ χ ᴟτ ᶎτ ᴂ
ϥʺⱱ ᴦ σ“∞ ṁ χᶎ Ϭ ◙βʻ

︡ χם☼τΚθμοψʺם☼ὓᵊ Ϭṳᵓϒ ⁮ʾ῝ βϥσςʺ σТ϶к˔ϯАФϬ ϥʻ

͎ ᾉ χꜛ︠∞ᾛχᶎ ˢ5,587,542 ˣד

ˢ͍ˣ ͓ χ∞ ᾋ ΰ
͓ ∞ ├τΣΜοψʺ ρ ῖ Ϭ›ϩδθԁ ∞ᾛ ᶛˢ Φˣψ63.8 ʺρד ͒
Ϭ1.1 ד ᵕμθϜχχʺ₈ῇϜּזᵓ ḩἰὊ Ϟ Ὧ χ ᴥʺ ᴣ‰ χֲố Ϝ― βϥρʺ ᾉ∞ τ

ρμοψԏΦ ΦᾗΰΜ ệΥᾋ₅ϘϦϥʻ

ˢ͎ˣ ᶎ ├χ
ʾᾉ χ ›Υ ⁯ ỡϬ ᵕϥάρϬṁ ρΰʺ ↄᶛχ σϥ ᾚτΰΪʺ ᶎ ├Ϭ βϥʻ
ʾ ↄᶛχ ͔ᶤϬ ϛϥᾤ ᾉ τνΜοψʺ◕ ḧ χ σςᾉρ◕ Υ ὀΰθ︡Ϥ ϙϬ ϛϥʻ
ʾ⁮ Ϭ♪ τ Ϧθ ὖ ├ʺ ┤ϞЌϱбкАϼ τϢϥ₯ᴃếᴟσςӂל ϒχיּ ├τ︡Ϥ Ϛʻ

ˢ͏ˣדᶪΤνӗ σⱢỲ
SDGs№σς◕ ḕẽϞ ⱢᴪИ˔ЇϬ ϘΠθᾉ№ “Ϟʺᾉ№ԏ ṁ χếᴟτ︡Ϥ ϚάρτϢϤʺדᶪΤνӗ
σⱢỲ Ϭ ϛϥʻ

ᾉ χӗ ṁ χ ⱱ
ˢ ӡʿ ˣד

Ὂ χ
Ẑ ᶛ

∞ ᾛ
⁯ᾫ◦ Ỳ ∞ᾛ Ṟ № ԁ ∞ᾛ

5,594,354 0 1,431,264 201,700 3,961,390

σ“∞ ְ֫χ

4



ˢ͐ˣώϥήρϋϡΞέṄ Ỳσς ᶎ χ︡
ʾ χ ṛᵫ Ϟʺ Ъ˔ЌиЂϱЕπχṐ σῲ⁮ τϢϤʺᾉ ᵃᶛχ ᾚϬ ϥʻ

ʾḼỘχCSR ӽϬ ϘΠθṄ ⱧỘχ ӛˢḼỘ ώϥήρ ˣϞК˔ЬрϽжϱБʺῲ⁮ ʺ
Ψαχ τ︡Ϥ ϙʺ χᶎ Ϭ ϥʻ

ᾉ χӗ ṁ χ ⱱ
σ“∞ ְ֫χ

ˢ͑ˣ⁯ϒχ ớ σ ΦΤΪ
ʾⱱ ᴦ σ“∞ ְ֫Υ ϦϥϢΞʺ ⱧԚ᷉⁮χԏ Ϋᵠ τ αθẚ ᵠ Ϟʺễ ᶛχԏ Ϋσςχễ◖
χ Ἆᵠ σςʺ χ∞ τᾋ›μθ ԁ ∞ᾛ ᶛχᶎ Ϭʺ⁯ϒ ớ τ ΦΤΪϥʻ

ʾ ṍᴟβϥ ᴣ‰ ϒχ ├τἰϥ∞ᾛ τνΜοψʺ כ◦ ῖ Ỳ χὋ σ Ϭ βϥʻ

˲᾿⁯χ ϬṼϛ₅ϭιΣδκ˳

˲︠σ χ ṛᵫ ˳

ʾ᾿⁯χ ∙Ϭ ΰθᾉσϣπψχϷзЅЗи
ʾֿיּבʾZ Υ︠ χ▀ᶘḂ ὀ
ʾ ӽ Ϟӱ Ϭ᷾Ṟβϥᾝ ᾓἷ χᵫ
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“ ְ֫χ῟ ᴟΣϢό ᴟτΰΪθ
ᵠᶗχ

ˢ ӡʿ ˣד

Ὂ χ
Ẑ ᶛ

∞ ᾛ
⁯ᾫ◦ Ỳ ∞ᾛ Ṟ № ԁ ∞ᾛ

2,581 0 0 0 2,581

σ“∞ ְ֫χ

˲ ◙β◒ρ͑νχ☼├˳

˲ᶆ τΣΪϥỘ ᵠᶗ χם ʾ ˳

˲ᾆ ᵊˢ Ԍ ˣ˳

͍ ΰΜ Φ χ ˢ1,306 ˣד

ˮ ΰΜ Φ Фжр˯τṁξΦʺICTϬᶨ ΰθỘ ᵠᶗʺ
ԌχӪ꜡ᵠᶗ Ϭ βϥʻ

ˢ͍ˣ Ặ Ộ χᾋ ΰ
ʾФкЅϴϼЕЎ˔ЭτϢϥỘ ФкЈІχᾋ ΰϞДЅЌиᴟχᾁ
ʾ Ъ˔ЌиЂϱЕχ Ặʺם Ộ τḩβϥЫИвϯи χẶ

ˢ͎ˣᶆ τΣΪϥם χ
ʾᶆ χ ΰΜ Φ з˔Ѝ˔ʺДЅЌиЗРϿ˔Ќ˔Ϭᶋρ
ΰθם

ʾ ῢχ ʺῨⱧ χ ʾẶ τϢϥᴅ ᵫχ

͎ ׃῝ χ ˢ1,275 ˣד

ʾ ͓ ϢϤʺ ʾᵰ ϬḯϚ῝׃ Ϭ∞
π ᶧΰʺԁ σ ֫ Ϭ

ʾḅ Ԍᾆ Ϟ ԌΰΪχᾆ ᵊ ʺ ΤϤϞβΜͥ͝
ϞϱрЕжКАЕχᵠ τϢϤʺ ԌϞᾉ Υӗ ΰο
πΦϥ ΰχϢϤḕẽϬ
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⁷⁷ ⁷⁷ ⁷⁷
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32 32

30 30

10 10

⁷ ⁷ ⁷⁷⁷    74 74 0 0 0

⁷⁷ ⁷⁷
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36,208 0 0 0 0 0

275,729,743 299,907,236 373 65,653,209 0 234,253,654

191,293,692 218,641,857 0 4,600 201,700 218,435,557

8,124 9,393 0 0 0 9,393

4,062,828 4,192,097 0 0 0 4,192,097

471,130,595 522,750,583 373 65,657,809 201,700 456,890,701

β ─ ⌐≈™≡│⁸ ⌐

3,000,000 3,000,000 0 0 3,000,000 0

3,000,000 3,000,000 0 0 3,000,000 0

109,372 43,164 0 43,164 0 0

109,372 43,164 0 43,164 0 0

588,520,057 682,535,111 0 431,738,110 250,797,000 1

588,520,057 682,535,111 0 431,738,110 250,797,000 1

513,638,000 570,503,000 0 570,503,000 0 0

513,638,000 570,503,000 0 570,503,000 0 0

1,105,267,429 1,256,081,275 0 1,002,284,274 253,797,000 1
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